
スピーカー SPKA115 取扱説明書 No,01

スピーカーSPKA115は高効率のアンプ付きスピーカーです。

騒音が大きい場所等でスピーカー音量が物足りない時に音量アップできます。

TONEｽｲｯﾁをONにすると高音を強調した音質になり聞き取りやすくなる場合があります。

製品は厳重な品質管理のもとに生産していますが、万一破損などの問題があったらお申し付け下さい。

前面 背面

1.仕様

電源：単三乾電池6本内蔵、外部から7V～14Vの電源を供給可

消費電流：無音時約20mA、大音量時約300mA。

質量：約700g (電池実装時約870ｇ)

ケース外形：128×88×70 mm (突起部を除く寸法)

2.付属品

電池 ： 単三アルカリ乾電池6本

オーディオ入力接続ケーブル ： 線長1.8m、両端にφ3.5ミニプラグ、ﾁｮｰｸｺｲﾙとｸﾗﾝﾌﾟｺｱ付き

(ｸﾗﾝﾌﾟｺｱに巻き付けた分 1.8mより短くなります、ｸﾗﾝﾌﾟｺｱを外すとｱｰｽ効果が変わり易くなります)
3.操作方法

(1)電池の入れ方

背面の頭が大きいネジ２個を回して電池カバーを外し、電池6本を装着して下さい。

電池方向はバネの方をマイナス側にします。

7V～14Vの外部電源を使う時は、電池を外してφ2.1のDCﾌﾟﾗｸﾞ(ｾﾝﾀｰﾌﾟﾗｽ)で背面のDC INへ接続して下さい。

(2)オーディオ入力接続ケーブル

信号源のｵｰﾃﾞｨｵ出力ｺﾈｸﾀと本機のAF INｺﾈｸﾀ間を接続します。

付属の接続ｹｰﾌﾞﾙは、ｸﾗﾝﾌﾟｺｱによりｱｰｽ効果の変化を少なくしてあります。

(3)音量と音質

VOLを時計方向へ回すと電源が入り音量が大きくなります。

TONEｽｲｯﾁをHIGHに切り替えると高音域が強調された音質になります。

(4)電池の寿命

電池の電圧が低下すると大きい音を出した時に歪みやすくなります、その場合は電池を交換して下さい。

(5)ＡＦ ＯＵＴ

イヤホンやヘッドホンをAF OUTへ接続すると内蔵スピーカと切り替わります。

注意1.外部電源は14V以上をかけたり、極性を逆に接続すると故障するから気を付けて下さい。

もし電源が入らなくなったら、NPKA115の内部にある黒いﾋｭｰｽﾞﾎﾙﾀﾞの1Aのﾋｭｰｽﾞを交換して下さい。

注意2.無線機に接続して送信時に異音やﾊｳﾘﾝｸﾞが生じる時はｹﾞｲﾝを下げるか受信時だけ使用して下さい。

品 質 保 証 書
ご使用中に故障した場合は製品に本書を添えてお買上げ店か三宮事務所へ修理をご依頼下さい。

無料修理規定

1.期間はお買上げ後１年間です。日本国内で使用される場合のみ適用されます。

2.保証期間中でも次の場合は有料になります。

使用上の誤りまたは不当な修理や改造による故障・損傷

お買上げ後落とされた時などの損傷・故障

火災・地震・風水害・その他天災地変や異常電圧などによる故障・損傷

本書を提示されない場合

本書に購入日・販売店名・お客様名の名前の記入が無い場合

3.本書は再発行しませんので大切に保管して下さい。

型 番 ＳＰＫＡ１１５

製造番号 Ｎｏ．

お 名 前

購入日 年 月 日

ご 住 所

TEL:

販売店名

西無線研究所
〒651-0096 神戸市中央区雲井通２－１－２９ レーベン三宮２０５

ＴＥＬ（０７８）２５１－８７２１ ＦＡＸ（０７８）２５１－８７２２

MEMO


